









































































































































侶動物」と日本語訳がなされている Companion animal は、飼い主と対等
の感情の交流を行なっていて、家族同様の扱いがなされている。
　高等学校の英文法の教科書の中で、よく出てくる know という動詞の受












































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査を何度も行ない、すべて柳川オリジナルな100％ made by Yanagawa
のストーリーを創っています。
⑤人生はアイデンティティ探しの旅だと言って良いでしょう。
３．identityを目ざす時、不安をどう克服するか
３－１．経営学の教育
①経営学辞典の「通説」や他人の書いた教科書を用いる「商人型教育」
②全部自分で調べたことを話す時には、高コストで、誤りが残っている可
能性を否定できないハイリスクの「メーカー型教育」です
３－２．経営学の研究
①学界の主要問題、コーポレート・ガバナンス、企業倫理、CSR、キャリ
アデザイン、などにtrend riderとし、流行に乗る。みんながやっている
という安心感。でも自分が研究したいと選んだテーマではない。
②学界の「ファッション（流行事）」とは全く別のテーマで、10年から35年
継続して行なう「個別企業の経営戦略史」（セブン－イレブン、任天堂、
少年ジャンプ）、「コーポレート・ガバナンスの日本的独自性」、「日本的
経営はなぜ中進国のワナに陥らず、先進国となれたのか」、「非正規労働
者の常用工化と絶望と老後破産社会を、なぜ日本政府、企業、そして国
民は容認するのか」、データとエビデンス（証拠を示した研究）
栁　川　高　行
620
③identityを確保できる人の条件
⑴　自分自身のメンタル・タフネス
⑵　無償の愛で励まし続け、悩みを聴いてくれる人の存在
メンター（mentor）ギリシャ神話の貴族の家庭教師のメントールが語
源
　ａ）キャリアサポートメンタリング（仕事の悩み）
　ｂ）サイコ・ソシオ・メンタリング(人間関係や心の悩み)
⑶　メンターの存在を示す作品
①山本周吾郎、『さぶ』
②スタンド・バイ・ミー（映画）
③藤沢周平、『蝉時雨』
⑷　心の折れかかった人とメンター達
①栁川は、先輩たちのバッシングの嵐の中で、藻利先生、平田先生、山岡
先生、榊原先生の励まし、で頑張れました。
②学生達の面白いという励ましと笑顔
③引退の決意をしていた天才ヴァイオリニスト千住眞理子さんはホスピス
の人々の拍手に励まされ、もう一度ヴァイオリニストとして生き返すこ
とを決意します。（千住眞理子著、『聞いて私のヴァイオリンの唱』）
④フルール・ショコラの鈴木恵美さんも、自殺したいと思い詰めた時に、
スイートピーの花に救われ、花を見て元気になって、美しい花で幸せ・
喜びを人々に与えたいとベンチャーを始めました。
⑤小比類巻かほる「I’m here 」（安心して、私はいつも側にいるわ）
ゼミ生、木村一成君が卒論を仕上げた時、お父さんがすごく喜んだこと
と、小比類巻さんのコンサートに必ず行くと語ったことからわたくしも
聴くようになりました。
2016年9月20日成稿
